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と私が中心になって３週間、NHK テレビ「日本の自然」
の撮影協力兼調査で、当時は幻に近い存在だった “ 北限
のサル ” を下北半島南西部で追いました。撮影、調査と
も首尾良くいって、終了後に伊谷先生から、報告書をま
とめ、文化庁に天然記念物申請をするよう言われました。
頑張って報告書を完成させ、やれやれと私が夜毎酔い潰
れている間に、当時まだ酒をたしなまなかった西田さん
は、日本のすべての天然記念物について指定された経緯
を調べ上げ、天然記念物に係わる法律や政令までチェッ
クし諳んじていました。ですから、対応した文化庁の担
当官がたじたじになるほど説得力があった事もよく覚えて
います。この記憶が、私が後にニホンザルの保護や猿害
対策に取り組む出発点になったのは間違いありません。

‘65 年からの博士課程では共に東アフリカでチンパン
ジーの調査をしましたが、西田さんは難攻不落だったチ
ンパンジーの餌づけに成功し、道具使用など知的行動を
いくつも明らかにしました。その成果は驚嘆に値するもの
で、その後追いのいくばくかを私ができたのはずっと後
“ 南米のチンパンジー ” フサオマキザルの餌づけと知的行
動の発見でした。

また西田さんは日常的に離合集散するチンパンジーに
も明確な単位集団があり、しかも父系社会である事を初
めて明らかにしたのですが、同様の社会構造を持つクモ
ザルの調査を私が実施できたのは、フサオマキザル調査
よりさらに後でした。

このような話は尽きませんが、私にとって西田さんは冒
頭で述べたように、否応無く後を追わしめる存在であっ
たわけです。

そのことは就職についても同じです。野島でタイワン
ザルの調査をしながら彼は就職についても真剣に考えて
いて、実際に朝日新聞社の入社試験を受けてもいました。
彼の記者になりたいという才能は “ 北限のサル ” を天然
記念物にするための文化庁との交渉準備に存分に生かさ
れていたと私は思ったものでした。もちろん実際に就職し
たのも私より先で、彼の東京大学への就職が決って、学
生気分の全然抜けない私にあせりの気持が出たことを今
は懐しく思い出します。

結婚についてもしかりです。‘63 年の修士１年の夏、立
教大学や東京女子大学等との合同で古代遺跡発掘という
博物館実習が青森県三沢市の郊外で１週間実施され、私
たちも指導教官の池田次郎先生に連れられて参加しまし
た。私は立教大の艶かな女子学生たちと自由時間にはわ
いわいと賑やかに遊んでいましたが、西田さんは知的で
物静かで芯の強そうな東京女子大の学生たちの中に意に
叶う理想の女性を見染め、彼女との結婚を実習終了直後
から強く意識していましたし、アフリカにいる間もずっと
そうでした。西田さんは彼女への愛を貫き、帰国後その
女性北山晴子さんと晴れて結婚されるのですが、結婚に
ついてもまた、私は彼の後を追う事になったわけです。

ただ一つ、私は日本でもアフリカでもアマゾンでも、彼
と違ってかなりはちゃめちゃな暴飲暴食の生活を懲りず
に続けてきましたから、あの世へだけは私が先だと漠然
とながら思っていました。しかしそれさえ、彼に先んじら
れてしまいました。

私にとっては掛替の無い本当にすごい親友でした。
御冥福を心よりお祈りします。
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多くの方々が、彼の数々の貴重な科学的・学術的業績
について書くことでしょう。マハレ国立公園、そこに生息
するチンパンジー、そしてその保護・保全への彼の深い
献身についても書くことでしょう。でも私はここで、彼と
の付き合いや友情について楽しかったことを、いくつかの
個人的なできごとのなかで思い出したいと思います。

ウェンナー・グレン基金による 2 つの大型類人猿の会
議（1974 年のオーストリア・ブルクヴァルテンシュタイン
と 1994 年のメキシコ・カボサンルーカス）の両方に参
加した霊長類学者は、ジェーン・クドール教授、西田教
授と私の 3 人しかいません。彼と私は、74 年の会議で
は最若手の参加者でしたが、94 年の会議ではほぼ最長
老であったと言ってよいでしょう。私たちは、折に触れて、
ともにお祝いのお酒を楽しんだものです。ローリー・オビ
ンクが、カボサンルーカスでの最初の夜の夕食のあとの
できごとを私に思い出させてくれました。西田教授は彼女
に礼儀正しく頭をさげ、「どこかもう少しお酒を飲める所
はありませんか？」と尋ねました。彼女はその願いを聞き
入れ、私たちは一度ならず乾杯をしました。

シカゴで「アンダスタンディング・チンパンジー」会議
のひとつが開催されている間に、リグリー球場でのシカ
ゴカブスの試合観戦に彼を連れて行ったことがあります。
彼は、じつはそんなに野球ファンではないと認めながら
も、父親が野球の試合に連れて行ってくれたことを思い
出していました。彼はその試合に集中し、球場の昔なが
らの素敵な雰囲気を楽しんでいましたが、少しそわそわ
しているようでした。彼が本当に望んでいたことは、野球
帽やペナントなど、とくに当時有名であったカブスのホー
ムランヒッター、サミー・ソーサ関連のお土産を買い込む
ことだったのです。私たちは、両腕いっぱいにお土産を
抱えて帰りました。

こうしたささやかな思い出は、決して色あせることはな
いでしょう。
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